
すべては子どもたちの笑顔のために

「自分の人権を守り、他者の人権を守るための実践行動」

学びの改革で 子どもも先生も生き生きと！
～９／２（火）学びの改革実践校情報交換会 オンライン開催～

東信管内から３０名の先生方が参加し、発表と情報交換で質問する１時間という
コンパクトな研修でした。学びの改革実践校である軽井沢西部小学校、軽井沢中部
小学校、小海中学校の発表から互いに多くのことを学び合いました。各学校の発表
内容を紹介します。

軽井沢西部小学校

＜参加者の感想より＞

「自立的な学び手を育てる」は、本校が目指す方向とも重なり、大変参考になりました。自由進度学習は、

子どもたちの主体的な学びや学び合いにどうつながっていくのかに興味をもちました。学習が遅れがちな子

への教師の支援や子どもの関わり、進度に合わせた学習プリントの準備など、様々な支援がされていること

を知りました。

個に応じた学び 自由進度学習（算数科）【自立的な学び手を育てる】

子どもたちは、
「進度表」で自分
の進度を確認しな
がら、自分のペー
スで学んでいます。
わからないことが
あると、教師に頼
るのではなく、友
に聞きながら進ん
でいきます。自立
的な学び手という
目指す姿の実現に
向けて着実な取組
を積み上げていま
す。



次回「東信地区学びの改革実践校オンライン情報交換会」11月１日（月）
発表校：佐久市立臼田小学校、東御市立滋野小学校、上田市立東小学校、上田市立第三中学校
この情報交換会は、実践校の発表から学び合うことができます。どなたでも参加できますの

で、ぜひご参加ください。

軽井沢中部小学校

＜参加者の感想より＞

軽井沢中部小の信州型ＵＤを軸とした「自分らしく学ぶことのできる授業づくり」は、児童・生徒の多様

性を受け止め、伸ばしていくうえで、とても大切な視点だと感じました。

まず、どう職員の共通理解を進めていくかに興味がありました。先生方が目指す子どもの姿を共有し、一

つになって取り組んでいる実践に奮い立つ思いがしました。

＜参加者の感想より＞

ICT活用構想シートを作成し、きちんと授業への位置付けを行い、意識をした上で授業を行っているところ

がよいと思いました。しかも一年間で全職員が１回は取り組むというので、職員の意識が高いと思いました。

何より全職員の今年度の合い言葉があり、「まずはやってみる！」というところがよいと思いました。

小海中学校

信州型ＵＤを通した授業改善【自分らしい学びに向かう】

タブレットを用い
る子ども、ヒント
カードを用いる子
ども、学習プリン
トを用いる子ども、
のように、自分に
合ったものを自分
で選んで学習しま
す。また、自分の
考えがもてると自
由に友だちと意見
交換しています。

ICTを活用した「小海中STYLE（学び）」の構築

生徒同士が必要感のある対話を通して、思考力・判断力・
表現力を高めていく授業

【共に学ぼう 自ら学ぼう】

教師主導の一斉授業から生
徒主体の協働・課題追究型
の授業へ向け、どのように
ＩＣＴを活用していけばよ
いか全校で考えています。
ペアで学習カードを基にプ
レゼン練習をすることから
スタートし、授業の導入の
場面、個人追究の場面、ま
た発表の場面と、「まずは
やってみよう！使ってみよ
う！」を合い言葉に進めて
います。


